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「かき混ぜ効果」が観察される(中係、 1983;Miyamoto & Takahashi. 2002; Tamaoka 






























































































































































あり、かき混ぜ語版文の方が正頗諾願文よりも正答率が低かった(s~-O. 53. Z~ 












能動文 能動文 畳勘文 畳動文
基本語隔 力、き，昆ぜ語頓 墨本語閣 かき選ぜ語閣
図l日本語母語話者の平均正答率と標準誤差
表1日本語母語話者の正答率の分析結果
β 5E z p 
(切片) 4.17 0.45 9.32 く 0.01
ボイス 0.11 0.28 司 0，39 0.7 
語順 -0.53 0.29 1.83 0.07 + 




















能動文 能動文 受動文 受動文
基本語頗 かき混ぜ語関 基本語隠 かき混ぜ語版
図2.B本語母語話者の平均反応、時間と標準誤差
表2日本語母語話者の反応、時間の分析結果
β 5を p 
(切片) 1137.66 317.59 3.58 < 0.01 
ボイス 31.3 43.85 0.71 0.48 
語l脱 131.46 27.21 4.83 < 0.01 牢本
ボイス×語順 ー49.51 54.4 -0.76 0.45 
塁王司順序 1.21 0.44 -2.76 0.01 * 

















能動文 能動文 受動文 受動文
基本語順 かき混ぜ語版 基本語版 かき混ぜ語順
図3中国人日本語学習者の平均正答率と襟準誤羨
表3中国人日本語学習者の正答率の分析結果
β SE z p 
(切片) 3.1 0.28 11.15 く 0.01
ボイス -0.21 0.20 -1.06 0.29 
語I1慎 -0.11 0.20 -0.52 0.60 
ボイス x語版 0.37 0.41 0.90 0.37 
反応時間についても分析を行い、平均を図4にまとめた。その結果、態の主効果が































β SE p 
(切片) 2643.66 453.16 5.83 < 0.01 
ボイス 130.23 55.97 2.33 0.02ホ
語長田 184.58 44.51 4.15 < 0.01 * 
習熟度 30.41 104.14 0.29 0.77 
ボイス x語版 152.55 69.05 同 2.21 0.03本
ボイス x留熟度 8.02 33.5 0.24 0.81 
語源×習熟度 69.92 42.67 1.64 0.11 
ボイス x 語順×留熟度 47.64 64.41 0.74 0.46 
呈示際序 2.85 0.75 3.81 < 0.01 本車
モーラ数 ー50.41 32.96 1.53 0.13 
また、語版の主効果が有意であり、かき混ぜ語版文の反応待憶が正月買語版文の反応
時間よりも長かった(s = 184. 58. t=4. 15，pく0.01)
さらに、態と語j順の交互作用が見られたため、各態において語版の効果を検討し
た。分析の結果、どちらの態においても語版の効果が認められたが、受動文の方が能
動文よりも語順の効果が小さかった(能動文 s=258. 08， t=4. 19，pく0.01;受動文 F
= 119. 65， t=2. 49，pく0.05)。
習熟度によって語順の効果に遠いがあるかを務べるため、習熟度の平均値から
+lSD (83. 2点)と -lSD(66. 8点)における語版の効果を検討した(cf.Preacheretal. ， 
2006)。その結果、どちらの詳でも語版の主効果が有意であったが、低習熟度の方が語
言語科学詩集第21号初17年 II 
順の効果が小さかった(高習熟度:s =227. 06， t=3. 45，pく0.01:低習熟度 s=136. 35， 











F S王 p F 5E 
3491，57 539，27 6.47 < 0.01 (切片) 15田46 国ι5 2.49 
2沼8，08 61.59 4.19 < 0.01 * 語闇 19，65 52，32 2.29 
27.9 10.46 。，28 0.78 百龍度 37.13 10，3 0.34 
47，92 59，2 0，81 0，42 語圏 x盟組度 95，03 46，6 2倒
.2.7 0.8 3.08 く 0.01* 呈示盟序 2.53 1.02 2.49 
12田 41.92 2.91 0.01牟 モーラ盟 33.06 42.27 0.78 
表6中国人日本語学習者の受動文に対する反応時間の分析結果
(友:上位群，右下位群)
F SE p F SE 
1712.36 128，57 13.32 < 0，01 (明片) 1894.37 157.76 12，01 
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